




欧　州
会社数：34社
従業員数：1万3,144名
売上高：4,003億円
売上高比率：13.4％

日　本
会社数：68社
従業員数：6万3,729名
売上高：1兆5,181億円
売上高比率：51.0％

豪亜・その他
会社数：48社
従業員数：2万7,919名
売上高：5,171億円
売上高比率：17.4％

北中南米
会社数：34社
従業員数：1万6,020名
売上高：5,329億円
売上高比率：17.9％

その他生産会社

※会社数：連結子会社
※売上高は顧客の所在地別

地域別事業展開（雇用・事業規模）

トヨタ自動車・本田技研工業・三菱自動車・マツダ・スズキ・ダイハツ工業・日産自動車・富士重工業・日野自動車工業・
いすゞ自動車など

Ford・Fiat・Chrysler・BMW・VW/Audi・Mercedes-Benz・Volvo/Land Rover・現代自動車・起亜自動車など

国　内

海　外

◎主な取引先

メーカー
補給品

カーメーカー
（部品部）

OEM製品※

カーメーカー

デンソー

カーディーラー

ユーザー

ディーラーオプション品
（用品）

カーメーカー
（部品部）

補修品

サービス
ステーション

市販専用品

カーメーカー
ボデー
ビルダー

デンソー

デンソー販社

カーディーラー

ユーザー 法人ユーザー

◎直納営業（得意先の工場に直接納入） ◎市販営業

バス・冷凍機

組付・特装

※OEM : Original Equipment Manufacturingの略称。自動車メーカー向けの部品供給

デンソーの営業形態
デンソーは、世界32の国・地域で、12万名以上の社員が、

現地の自動車メーカーやサプライヤーと一体となり、その地域に適した製品づくりを行っています。
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次代を担う子どもたちに、持続可能な未来を引き渡すために、

グローバル企業として、モノづくり企業として、

私たちは、どのような責任を果たすべきか。

社員一人ひとりが、その課題を自身に問いかけながら、

多様なステークホルダーの期待に応えようと、

世界各国・地域の社員が独自のアプローチで活動を展開しています。

デンソーならではのアプローチで
ステークホルダーのご期待に応えます

独自のCSR活動

特　集

▶▶P.09

［環境保全］ 各国・地域に広がる環境保全活動
インドでの環境活動から見える持続可能な社会

▶▶P.11

［社員尊重］ グローバルなモノづくり人材の育成
“モノづくりDNA”を受け継ぐ人づくりで、驚異の量産技能を

▶▶P.13

［社会貢献］ 社員参加による社会貢献活動
地域の環境活動を「助成金」と「人」で応援しています
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インドでの環境活動から見える持続可能な社会

デンソー・インドでの環境保全活動の始まり
デンソー・インド（以下、DNIN）の環境保全活動は、1999年

から本格的にスタートしました。まずは社員のマインドを

醸成するために当時600名の社員全員参加による植樹

活動を行い、もともと工場近辺の自生種である100本の

ユーカリの苗木を植えて育て始めました。

そして2001年には、食堂から出る残 飯をミミズに食べ

させ、糞を堆 肥 化して工場 緑 化に活用する取り組みを

スタートさせました。これはリサイクル意識の高いインド

では一般的な手法で、地元レストランからミミズを購入し、

3年間の試行錯誤を重ねながら、ミミズが最適な状態で

活動できる残 飯の種 類や量、土の湿 度や耕し方などを

確かめながらノウハウを蓄積しました。この間、DNINは

ISO14001を認証取得し、ゼロエミッションも達成すると、

社員の環境意識はさらに高まり、工場敷地内に環境保全

活動を集約した「エコパーク」の設立構想が持ち上がり

ました。

エコパーク。その 名 称には、DNINが5年 間の 活 動 を通

じて培った環 境への想いが凝 縮されています。ECOは

「Environmental Conscious Operations（環境保全への

気づきを得る）」、Parkは「Practicing area & raising Know-

ledge（知識を向上させる場となること）」。つまり「エコパーク

では、あらゆる資源を100％自然に還元させることで環境へ

の気づきを提供し、ここで得た知識や知恵を多くの人々に

持ち帰ってもらい、家庭や社会に広げていく場でありたい」と

いう願いが込められているのです。

こうして2004年12月、600m2の 敷 地にエコパークが

開園しました。園内は高さ20mのユーカリの原生樹 林

（約1,000本）をそのまま活用し、ミミズによる残飯の堆肥化、

雨水のろ過利用、風力・太陽光発電、炭・紙づくりなど様々な

知識や知恵を学ぶことができます。

知恵を共有し、活動を広げる場としてのエコパーク

工場敷地内にあるエコパーク入り口 緑あふれるデンソー・インド 敷地内では多くの小動物が暮らしている

各国・地域に広がる
環境保全活動

特 集

ほぼ24時間稼働の食堂から出る
約1t/日の 残 飯がミミズのえさに

ミミズの健康状態をチェックするのも大事な仕事ミミズが生息する土壌に残飯を廃棄 土の中で暮らすミミズのようす

ECO
Environmental  Conscious  Operations

Park
 Practicing  area  &  raising  Knowledge

資源循環

環境教育 生物多様性

情報発信 環境復元

DNIN

デンソー・インド（DNIN）の概要
設　　立	： 1984年に現地合弁会社として設立し1993年より連結子会社
事 業 所	： ノイダ工場・ハリドワール工場（ニューデリー市近郊）
社 員 数	： 約2,500名(うち期間社員1,500名、日本人出向者10名)
生産品目	： オルタネータ、スタータ、ワイパ、ファン、マグネット、ブロアモータ、アンプなど
主要顧客	： 日系四輪・二輪車メーカー、現地自動車メーカー
主な実績	： ISO14001認証取得（2000年11月）、

ゼロエミッション達成（2003年12月、インド国内初）
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環境保全や社員尊重を軸に、さらなる成長をめざします
年一度、社員の家族を工場に招待するファミリーデーを開催しています。彼らが誇らしげにエコパーク活動を説明
する光景を見ていると、環境保全活動が社員のモチベーションの向上に直結していることを実感します。
もともとエコパークは、社員のアイデアを具現化して活動が始まったもので、現在も社員からアイデアを募集して活動
を拡大しています。今後とも、デンソーのポリシーである「社員尊重」を基本軸に、エコパーク活動はもちろん、社員
全員参加の視点を重視しながら、企業文化を粘り強く浸透・発展させ、日印双方の良いところが融和したグローバル
拠点として成長していきたいと考えています。

デンソー・インド　拠点長　志賀耕二

工場の生活排水を浄化して
植物の水やりに活用

雨水もろ過して井戸水に還元 ユーカリの落ち葉の油分と
薄焼きパンの残りを利用した炭づくり

手前が炭のつなぎに使う薄焼きパンの残飯

インドは雨が少ないため、水は貴重な資源です。DNINの

地域では、ヒマラヤ山脈が源流の地下水を利用しています。

工場から出る生活排水は工場内の排水処理場で処理され、

木や花の水やりに再利用されています。この設備によって

60トン／日の水が節約されています。さらに、雨水を井戸水

に還元するろ過設備がエコパーク内に４ヵ所設置され、

水を大切に使うことの重要性を学ぶことができます。

また、油分を多く含むユーカリの落ち葉を利用した炭づくり

も実施しています。これは、食堂から出る残飯をつなぎに

して製造し、近隣の小学生や住民の方に無料配布してい

ます。ほかにも、事務所から出る紙ごみを回収して溶かし、

紙すきと同様の方法で再生紙をつくり、会社案内を印刷して

来場者に配布しています。

こうした取り組みを紹介した解説パネルが、エコパークの

至る所に掲示され、来場者は資源循環・地球温暖化防止・

生物多様性などに関する気づき・知識・知恵を学ぶことが

できるのです。

エコパークにおける環境教育

DNINでは、毎 年150名ほどの 近 隣 の 学 生を招 待し、

工場見学会を開催しています。また同時にエコパーク内

で育てたミミズを堆 肥 化のノウハウとともに希望者に

無料提供しています。多くの学生は『工場は環境を汚染

するもの』というイメージを持っていますが、エコパーク

の見学を通じて、企業が社会に果たすべき責任を学び、

自分たちが環境を守るために何をすべきなのかを学んで

もらいます。

さらに、DNINの取り組みは世界各地のデンソーの拠点に

大きな刺激を与えました。デンソーメキシコ（DNMX）では、

ミミズによる残飯の堆肥化を開始し、

フィリピンやタイでも取り組みを検討

しています。

環 境 取り組みの 推 進 担当者アガル

ワールは語ります。「今後も、私たちが

得た知識を多くの人に提 供し、環 境

保全活動の重要性を伝え、持続可能

な社 会 づくりに貢 献していきたい。

それこそが、エコパーク活動がめざす究極の目的と言える

かもしれません」と。

エコパークでの取り組みを世界へ

安全・健康・環境部　
エスエム・アガルワール

雨水をろ過して飲料水に利用するための
水質検査（2回/月）

紙すきによって再生紙化 園内のあちこちに取り組みを紹介する
展示パネルを設置

エコパークを見学する学生たち
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モノづくりDNAを伝承する指導者の真弓篤（生産管理部次席部員） 各国・地域から階層・所属・職種を超えて参加する研修生

グローバルな
モノづくり人材の育成

特 集

“モノづくりDNA”を受け継ぐ人づくりで、驚異の量産技能を

「不良品発生率1000万分の1個」を支えるもの
ガソリンエンジンの重要部品や障害物を検知するミリ波

レーダなど、デンソーの象徴的な製品を生産する大安製作所

（三重県）。ここは、2003年に初めて1000万個の製品あたり

不良品の発生率がわずか1個という驚異的な品質管理を実現

し、それを可能にした独創的な仕組みや人材育成で、グループ

の内外から大きな注目を集めています。大安製作所の製造工程

の多くは機械化されているものの、手作業の工程も少なく

ありません。その大半が繰り返し作業の連続で、ちょっとした

作業ミスや確認ミスが不良品発生につながります。作業者

の能力差・季節・体調・心理といった複雑な要因もつきまとう

中で、人為的なミスを未然に防ぎ、高品質で均質な製品を

つくり続けるには、「集団による量産技能」を高いレベルで維持

し続けることが必要です。それは個人の力に依存する改善

活動とは、まったく別次元のノウハウが要求されます。デンソー

では、このノウハウを独創的な手法で形にし、“モノづくり”を

支える研修として世界各地の生産拠点に広げています。

2005年4月、デンソーは量産技能と作業者のモノづくり精神

をグローバルに伝承・浸透させるため、生産管理部門に「モノ

づくりDNA 推進室」を設置しました。当時、産業界共通の

危機感として、団塊世代の定年退職による製造現場の空洞化

が懸念されていました。しかし、このような環境変化に流され

ないモノづくりのDNA は何なのか？モノづくりの本質を次世

代に伝えていくにはどうすればよいか？この難しい命題を

託されたのが、元点火工場長（大安製作所）として不良品発生率

の低減・風土づくりに手腕を発揮した真弓篤でした。

真弓は過去から一貫した"モノづくり"へのこだわりと経験値

から次の２つのことが "モノづくりDNA"を伝承していくには

重要だと感じていました。1つは、いままで培ってきた製造・

管理技能を体系化すること。2つ目が、海外生産拠点も

含めた指導者を育成できる人材を育てること。それも、品質

向上・生産性向上・日常保守を三位一体で推進できる人材で

なくてはなりません。「モノづくりへのこだわりは変革も

重要だが、いかなる環境変化にも流されない揺るぎない

ものでなければ」と真弓は語ります。その手法は一見型破り

に映りますが、常に現場で働く人の心理や本音を深く洞察

した観点から発想し、核心を突くものでした。例えば、1984年

に始めた「朝一（あさいち）活動」は、始業時に前日に発生した

不良やミスなどを自己申告して全員で課題を共有し、早期

解決を図るものです。「不良品を隠したがるのが人の心理

だから、問題をさらけ出しやすい仕組みをつくり、早く手を

打つことが肝心」と26年前に始まったこの活動は現在でも

継続されています。この活動で不良品発生率は劇的に減少し、

考えて行動できる人材を育てる ｢モノづくりDNA研修｣へと

発展しました。

環境変化（空洞化）があっても揺るがない“モノづくりDNA”の伝承

大安製作所
大安製作所の概要
所 在 地	： 三重県いなべ市大安町
生産品目	： 点火系製品（点火コイル、スパークプラグなど）

走行安全製品（ミリ波レーダなど）、機能品、セラミック関連
建物面積	： 約40万㎡
社 員 数	： 約5,700名

一旦決めたらとことんやり切る力が発生する魅力ある仕事の進め方

◎モノづくりDNA研修のねらい

チーム力

苦しさ努力

悔しさ楽しさ

気づき安心

グループ検証 ツール（作業要領書作成）

継続できるモノづくりの考え方・仕組みを構築

実践型研修により“やってみたくなる”体験

理路整然

議論 疑問

チーム力

苦しさ努力

悔しさ楽しさ

気づき安心 やり切るために

自ら到達したい姿・目標が自然と描ける
気持ちにさせる

やり切るために
自ら到達したい姿・目標が自然と描ける

気持ちにさせる

議論 疑問
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実際の生産設備（ワイヤーハーネス組付）で
量産品製造の根幹を学ぶ

加藤社長が研修生を激励朝礼では研修生も円陣を組んでルールを唱和

真弓は、永年の経験から「改善は“形の気づき”で点の活動、

モノづくりDNA研修は“心の気づき”で面の活動」と、両者の

違いを明確に定義付け、「それだけに頭で理解していても

行動に結びつけるのは至難」と語ります。「ゴルフに例えれば、

分かりやすい指導で成功体験すると、本人は嬉しくてその気

になり、自発的に練習して上達する。それをモノづくりの現場

で実践するのです」と。

こうしたポリシーで考案されたカリキュラムは、極めて具体

的で実戦的です。例えば、品質向上の監督者を育成する

「品質コース」では、研修生8名が１チームとなり、実際の組付

ライン（仕入先から借用）を使ってワイヤーハーネス（電装品

をつなぐ部品）を完成させる研修があります。研修生は、誰が

行ってもミスなく正確に作業ができる「作業要領書」を話し

合いながら作成し、自身がそれを一言一句覚え、言葉に出し

ながら製品を組み立てます。これは“工程プロ”と呼ばれる

手法で、実際の生産ラインでも作業者が愚直に頑張る姿を

「何とか見えるようにしたい」との想いで、'93年から行われて

います。研修生は、この教育を通じて作業者の苦心や努力

を肌で感じ、自然に作業者への敬意が芽生えるのです。

また、チームで考えて議論することにより、他者に物事を

正確に伝える難しさに直面しながら、気づきの大切さや

多面的な分析手法を学んでいきます。

「モノづくりDNA研修」で、心の気づきを学ぶ

◎モノづくりDNA 研修生の感想

生産技術マネージャー
デービッド・カーンズ（米国）
研修で最も驚いたのは、どん
な質問をしても深い回答が
返ってくること。テネシーでも、
このような周到な準備を用意
して活動を浸透させたい。

品質保証マネージャー
ラフール・クマール（インド）
現地工場では手作業を伴う
ラインが多く、DNA活動で実
績を上げている。この研修の
成果をさらに活かせば「不良
品ゼロ」も不可能ではない。

グランドマネージャー
ヨシダ・エドワード（ブラジル）
改善の真の目的、論理的な仕事
の進め方・標準化の重要性を
学んで、自分のこれまでの仕事
のやり方には大きなリスクが潜
んでいることに気づかされた。

生産技術アシスタントマネージャー
デービッド・ヘアー（米国）
米 国は人件費が 高いので、
製品の競争力を左右するのは

「品質」。今回、工程ごとに品質
を細かく保証していく手法を
学べた意義は大きい。

電子工場生産マネージャー
スティーブン・ガラット（米国）
工場の全階層にDNA活動を
理解してもらうために、何を
サポートし、何が足りないか
を理解することができた。

◎モノづくりDNA研修
コース
期　間
定　員
募集時期
研修形態

品質・生産・生産保全
国内研修生（1週間）・海外研修生（1～2週間）
各コース15～16名/回
年2回（社内イントラネット）
自主参加

◎研修で登場するキーワードの一例

異常の気づき
「いつもと違う」と気づけるのは「いつも
同じことをやっている人」だから

海外で通用する「勘」と「コツ」の定義
勘とは
五感で感じて過去の経験と比較して判断
すること

コツとは
人から受け継ぎ体得した中で成功率を
高めた方法

現場を動かす心がまえ
製造現場だからこそ理路整然とした
説明がなければ人は動かない

◎研修で登場するキーワードの一例

異常の気づき
「いつもと違う」と気づけ
るのは「いつも同じこと
をやっている人」だから

不良品を
流出させないための
品質保証レベル順位
A：機械で保証
（人が介在しない）
B：マニュアルで保証
（人が一部介在）
C：作業要領書に従って作業
（人が介在）

海外で通用する
「勘」と「コツ」の定義
勘とは
五感で感じて過去の経験
と比較して判断すること
コツとは
人から受け継ぎ体得し
た中で成功率を高めた
方法

現場を動かす心がまえ
製造現場だからこそ理路
整然とした説明がなければ
人は動かない

モノづくりDNA研修は、募集方法もユニークです。年2回、

社内イントラネットで少人数が募集されますが、あくまで本人

の自由参加で、国内外・グループ会社・部署・職種を問わず、

所属長の許可が得られれば誰でも応募できます。こうした

募集方法にも関わらず、研修後の実績向上が口コミで広がり、

2010年6月時点、研修修了者は3,700名を超え、中には海外

事業所の副社長もリストに名前を連ねています。

研修を経験した人々の感想に共通するのは、「まるで目から

ウロコが落ちたように量産の本質が理解できた」「部下

たちが毎日やっている仕事に、敬意を持って接したいと思う

ようになった」「複雑な指示は百害あって一利なし、言葉は

シンプルで明快でなくてはいけない」など、まさに”心の

気づき”を最大の収穫として各職場へ持ち帰っていくこと

です。それこそが”モノづくりDNA”の本質であり、デンソー

の基盤を支え続ける原動力でもあります。

目からウロコが落ちた3,700名以上の研修生



2009年度は８団体を助成し環境活動に参加
2009年度は、約4万ポイントの寄付があり、会社のマッチング

寄付分を加えて80万円の予算が確定。28団体の応募の中

から8団体を選考し、それぞれの団体に10万円を助成しま

した。9月～11月に行われた各地域の環境保全活動には社員

や家族も参加し、それぞれの団体との交流を図りました。

活動後の報告会では、参加した社員から ｢子どもたちの目の

輝きが素晴らしかった｣、団体からは ｢応募をきっかけに、

人とのつながりが広がったことに感謝します｣などの感想

が寄せられました。

また、2009年度からDECOポン活動をさらに

充実させるための仲間 ｢DECOポン サポー

ター｣を社員から募集し、様々な部署から

集まった21名がイベント・キャンペ－ンなどの

企画運営や周囲への広報活動に携わりま

した。今後も社内・社外関係団体とのコミュニケ－ションを通

じて、地域の課題（困りごとなど）の解決に携わっていきます。

ホタルの保護（エサの採集）間伐材を活用した椅子づくり 休耕田を利用した稲刈り体験

社員参加による
社会貢献活動

特 集

DECOポンサポーター
ホタルの保護活動に参加して
11月中旬、「善明新井枝垂（しだ）れ桜・
ホタルの会」（愛知県西尾市）主催のゲンジ
ボタルの幼虫観察と、餌になるカワニナ（貝）
採りに参加しました。まず、小学校のホタル
養殖施設「ゲンちゃんハウス」で幼虫の観察
です。「この黒いのが、ホタルの幼虫？」。
それは幻想的な光を放つホタルからは想像
できない容姿でした。その後、カワニナ採取の
ため網とバケツを持って近くの川へ。子ども
たちと一緒にたくさんのカワニナを捕まえ、ホタルの幼虫が生息する
山辺の小川周辺に放ちました。来年6月頃には、元気に育ったホタル
の幻想的な乱舞を地元の方 と々楽しむことを心待ちにしています。

◎2009 年度の助成活動

休耕田を利用した
稲刈り体験 24名じさんじょの会

（愛知県岡崎市）

活動内容 活動日 助成先（地域） 参加社員･家族

9月27日

半場川の美しさを残す
写真コンテスト 4名安城市立丈山小学校

（愛知県安城市）10月23日

森のワークショップ 16名NPO法人「子ども健康フォーラム」
（愛知県大府市）10月25日

間伐材を活用した
椅子づくり 34名NPO法人「刈谷おもちゃ病院」

（愛知県刈谷市）10月31日

ウミガメが産卵する
砂浜清掃 8名四日市ウミガメ保存会

（三重県四日市市）11月1日

渥美半島の
清掃と塩づくり 22名環境ボランティアサークル亀の子隊

（愛知県田原市）11月15日

野生のリスの
生態調査 30名守山リス研究会

（愛知県名古屋市）11月21日

ホタルの保護
（エサの採集） 11名

合計149名

善明新井枝垂れ桜･ホタルの会
（愛知県西尾市）11月22日

地域の環境活動を「助成金」と「人」で応援しています

資金・支援先の選定・活動すべてに社員が参加
デンソーでは社会貢献活動の一環として、2006年12月に

「デンソーエコポイント制度」（通称：DECO ポン）を立ち上げ、

環境や地域社会の“うれしさ”につながるエコ行動にポイント

を提供し、エコ商品との交換や地域の環境活動への寄付

として還元しています。

そして、2008 年度からエコポイントを活用した「地域への環境

活動の助成」を行っています。これは社員が獲得したポイント

を会社に寄付してもらい、それを原資に地域の環境団体に

助成金を寄付し、同時に社員と家族がその活動に参加する

仕組みです。助成先の団体は、ホームページ・メールマガジン・

NPO などを通じて公募し、社員・家族（子ども）が参加しやすく、

地域の資源を活かした継続的な活動であることなどを条件に、

社員の投票とNPO代表者による選考委員会によって選びます。

いわば“自分や家族のため、愛する地元のため、無理をせず

楽しみながら参加することで、長く続けていこう”というデン

ソー流のアプローチです。

電子機器実験部　
上村秀人

DECOポンサポーター

◎DECOポンにおける『助成』の考え方

社員 地域（助成団体）

会社

単なる「寄付」ではなく、お互いの「成」長を「助」け合うための大切な仕組み

会社で培った能力･特技・ノウハウなどを
活かした「人的」貢献

新たな生き甲斐・学び･気付き･仲間
(企業人＆市民としての成長)

・地域とつながる
きっかけ
・企業人としての
視野拡大

・地域の社会的ニーズ
・社員の育成機会提供
・信頼・共感
・新事業のヒント

・「資金的」貢献
・人材･技術などの
提供

・会社への誇り
・はたらき甲斐

◎「地域への環境活動の助成」の仕組み

エコアクションで
ためたポイント

社員＆家族の行動がなければ会社としての助成が成り立たない仕組み

社員（家族） 寄付

投票
認定･助成

活動への参加

告知

公募

応募

寄付ポイント

書類選考

残りの半数を決定

会社

実行計画
作成

活動実施

子どもが主役の環境活動
（学校・NPO等）

5,000ポイントごとに
1団体10万円確定

「参加したい」
「応援したい」
を選ぶ

選考委員会
過半数を決定
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